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3) Takasawa M, Murase K, Oku N, Imaizumi M, Yoshikawa T, Osaki Y, Hashikawa K, 

Kitagawa K, Matsumoto M, Hori M, Nishimura T. A novel simple and non-invasive 
measurement of cerebral blood flow: Spectral anaysis using 99mTc-HMPAO. 
Scientific Abstracts of the 49th Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine. 
2002 June; Los Angeles, USA. 

 
4) Paul AK, Higuchi I, Tatsumi M, Fukunaga H, Hasegawa S, Nishimura T. Fdg 

gamma camera coincidence imaginng for pretheraphy staging of esophageal 
carcinoma: Comparison with FDG-PET and computed tomography. Scientific 
Abstracts of the 49th Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine. 2002 
June; Los Angeles, USA.  

 
5) Miyake Y, Kuge Y, Shimadzu H, Ishida Y, Shibakawa M, Tamaki N, Nishimura T. 

Biodistribution of 11cmiqo in tumor-bearing rats. Scientific Anstracts of the 49th 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine. 2002 June; Los Angeles, USA. 

 
6) Katsumori T, Nakajima K, Mihara T. Histopathologic features of uterine fibroids 

treated with embolization using only gelatin sponge particles. SCVIR 27th Annual 
Scientific Meeting. 2002 April 6-11; Baltimore , USA.   

 
7) Katsumori T. Workshop 2: Uterine Artery Embolization for the treatment of myoma. 



The 8th International Symposium on Interventional Radiology & New Vascular 
Imaging cooperated with The 31st Annual Meeting of the Japanese society of 
Angiography & Interventional Radiology. 2002 May 10-12; Tokyo, Japan. 

  
8) Nakamura H, Yamada K, Kizu O, Ito H, Yuen S Nishimura T. Thin slice 

diffusion-tensor imaging in evauating brain infarction. RSNA 88th Scientific 
Assembly and Annual Meeting . 2002 December 1-6; Chicago, USA. 

 

 

B 国内学会 
1)特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 
1) 牛嶋 陽. 小児核医学. 第35回日本核医学会総会. 2002年11月5日; 神戸． 

 

2) 山田 惠．Fiber-tracking の臨床応用. 第 30 回日本磁気共鳴医学会. 2002       

  年 9 月 14 日；東京. 

 

3) 伊藤博敏：Parallel Imaging．第 30 回磁気共鳴医学会大会．2002 年 9 月 14             

   日；東京. 

 

4) 勝盛哲也. 子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術. 第１７回新潟産婦人科手術 

内視鏡下手術研究会. 2002 年 1 月 26 日; 新潟. 

 

5) 勝盛哲也. 子宮筋腫に対する動脈塞栓術について. 第 23 回京滋ＩＶＲ懇話       

  会．2002 年 4 月 20 日；京都． 

 

6) 勝盛哲也. 子宮筋腫の塞栓術．第９回兵庫県ＩＶＲ懇話会.2002 年 10 月 19     

   日；神戸． 

 

7) 勝盛哲也. 子宮筋腫の子宮動脈塞栓術. 第８回佐賀産婦人科・放射線科フォ 

  －ラム．2002 年 11 月 1 日；佐賀． 

 

8) 藤田正人．症例集から見た肝画像診断の論点．第 40 回京滋奈良消化器画像 

  医学研究会.2002 年 2 月 1 日；京都．     

 

9) 藤田正人．腹部 IVR(診断から治療まで)．第 41 回京滋アンギオ懇話会．2002 

年 2 月 23 日；京都. 



 

10)藤田正人．出血に対する IVR．第 24 回北近畿画像診断・IVR 勉強会．2002       

  年 3 月 2 日；舞鶴． 

 

11)藤田正人．CT を中心とした画像診断．平成 14 年度京都府国保審査委員会学    

  術研究会．2002 年 7 月 27 日；京都． 

 

12)一島茂樹．救急疾患の画像診断（急性腹症の CT 診断を中心として）．消化器     

  病カンファレンス講演会．２００２年 7月 18 日；明石． 

 

13)勝盛哲也. 子宮筋腫に対する動脈塞栓術について. IVR 雑談会. 2002 年 2 月    

   2 日；京都． 

 

14)佐藤 修. 肝細胞癌の診断と画像診断の使い方. 第 4回相楽消化器カンファ   

  レンス．2002 年 6 月 22 日；相楽郡． 

 

15)大野浩司．肝胆膵野血管造影を中心とした画像診断．第 7 回徳島県放射線科  

  医会学術講演会．2002 年 4 月 19 日；徳島． 

 

16)竹内義人．致死因子の診断と緊急避難のIVR．第37回撮影技術セミナー． 2002

年 9 月 26 日；京都. 

 

17)竹内義人．動注療法、こっちも命がけ．第 38 回撮影技術セミナー. 2002 年 

   11 月 28 日；京都. 

 

18)大野浩司．胸部異常陰影：CT による読影 かかりつけ医・在宅医療推進事業．  
 阿倍野区医師会講習会. 2002 年 8 月 27 日；大阪. 

 

19)伊藤博敏：泌尿・男性生殖器の MRI．磁気共鳴懇話会．2002 年 9 月 28 日．    

  京都． 

2)シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 

1) 山田 惠. 放射線診療における医療事故防止の為のシンポジウム.第 38 回日

本医学放射線学会 秋季臨床大会. 2002 年 10 月 25 日；秋田. 

 

2）山上卓士、竹木宏美、田中 治、加藤武晴、飯田茂晴、中村敏行、西村恒彦. 

IVC テンポラリーフィルターの使用経験．ワークショップ 日本血管造影･



IVR 学会 第 11 回関西地方会. 2002 年 2 月 2 日；京都. 

3)一般講演（ポスター発表を含む） 

1） Hasegawa S, Maruyama K, Maruyama A, Hori M, Nishimura T. Is the radioisotope 
imaging the gold standard for detecting myocardial ischemia? The 66th Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2002 April ; Sapporo. 

 
2) Maruyama K, Hasegawa S, Maruyama A, Nakatan D, Hori M, Nishimura T.       

Relationship among myocardial 99mTc-tetrofosmin uptake, wash out serum hANP 
and BNP in patients with idiopathic dilated cardiomyopathy. The 66th Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2002 April ; Sapporo. 

 
3) Takeuchi Y, Suzuki T, Iida N, Tanaka O. Freehand sonographic guided subclavian 

vein access. ISIR&JSAIR 2002 . 2002 May 11; Tokyo 
 
4) TakeuchiY, Suzuki T, Shioaki Y, Okumura K utumi H.K. Translaryngeal catheter 

obliteration of a pulmonary fistula. ISIR&JSAIR 2002. 2002 May 12; Tokyo. 
 
5) 奥山智緒、牛嶋 陽、久保田隆生、吉川昌幸、赤澤健太郎、伊藤誠明、小山

尚俊、西村恒彦．甲状腺癌ヨード治療患者の 201Ｔｌシンチグラフィ所見と 131I

集積と治療効果についての検討．第 61 回日本放射線学会総会． 2002 年 4

月 5 日；神戸． 
 
6) 久保田隆生、牛嶋 陽、後藤眞理子、高畑暁子、細田 誠、増南輝俊，吉川

昌幸、奥山智緒，西村恒彦．肝細胞癌転移巣検索におけるＰＭＴシンチグラ

フィ早期像の診断能．第 61 回日本放射線学会総会． 2002 年 4 月 4 日；神戸． 
 
7) 奥山智緒、牛嶋 陽、久保田隆生、森 敏、西村恒彦. 経過中にレビー小体

型痴呆と診断された症例の脳血流評価．第 35 回日本核医学会近畿地方会． 

2002 年 7 月 6 日；神戸． 
 
8) 後藤眞理子、奥山智緒、久保田隆生、牛嶋 陽、西村恒彦．Digirad2020tc

を用いた乳癌センチネルリンパ節描出能の検討．第 35 回日本核医学会近畿

地方会．2002 年 7 月 6 日；神戸． 
 
9) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、西村恒彦．脳血流 SPECT と perfusion MRI

によるアルツハイマー型痴呆の脳血流評価．第 35 回日本核医学会近畿地方



会．2002 年 7 月 6 日；神戸． 
 
10) 吉川昌幸、牛嶋 陽、奥山智緒、久保田隆生、中村智樹、西村恒彦．悪性リ

ンパ腫患者の経過観察中の Ga シンチにおける肺門部集積の変動．第 42 回日

本核医学会総会．2002 年 11 月 6 日；神戸． 
 
11) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、吉川昌幸、中村智樹、森 敏、西村恒彦．

3D-SSP による mild cognitive impairment 症例の脳血流評価．第 42 回日本

核医学会総会．2002 年 11 月 4 日；神戸． 
 
12) 牛嶋 陽、奥山智緒、久保田隆生、吉川昌幸、中村智樹、森 敏、西村恒彦．

塩酸ドネペジル投与によるアルツハイマー病患者の脳血流変化．第 42 回日

本核医学会総会．2002 年 11 月 4 日；神戸． 
 
13) 稲垣恭和、笠井高士、吉川健治、滋賀健介、森 敏、北宅弘太郎、山田 惠 

産褥子癇に伴う posterior leukoencephalopathy syndrome の一例. 第 169

回 日本内科学会近畿地方会. 2002 年 12 月 14 日;  

 

14) 山田 惠、中村尚生、伊藤博敏、田中 治、久保田隆生、結縁幸子、木津 修、

西村恒彦. 脳腫瘍に対する fiber tracking の臨床応用. 第 30 回磁気共鳴

医学学会総会. 2002 年 9 月 12 日;東京. 

 
15) 木津 修、山田 惠、西村恒彦. 拡散強調画像及び MRSI による神経性食思

不振症の検討．第 61 回日本医学放射線学会総会．2002 年 4 月 4 日； 神戸． 
 
16) 伊藤博敏、中村尚生、結縁幸子、山田 恵、西村恒彦：前立腺癌における

dynamic MRI の検討：power Doppler US と組織像との比較．第 61 回日本医

学放射線学学会総会．2002 年 4 月 5 日；神戸． 
 
17) 伊藤博敏、田中 治、中村尚生、久保田隆生、結縁幸子、木津 修、山田 惠、

西村恒彦：小児大血管領域おける SENSE 法を利用した高時間分解能造影 MRA．

第 30 回磁気共鳴医学会大会．2002 年 9 月 12 日；東京． 
 
18) 竹木宏美、山上卓士、西村恒彦、藤田正人、滝本由紀子､前田裕子、山下正

人、奥村次郎. 動脈塞栓術を施行した子宮頚管妊娠の２例. 日本血管造影･

IVR 学会 第 11 回関西地方会. 2002 年 2 月 2 日；京都. 



 

19) 田中 治、山上卓士、加藤武晴、飯田茂晴、中村敏行、西村恒彦. 頸部腫瘍

に対する術前動脈塞栓術の有用性. 日本血管造影･IVR 学会 第 11 回関西地

方会. 2002 年 2 月 2 日；京都. 

 

20) 廣田達哉、山上卓士、中村敏行、奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦. 選択的肺

動脈造影及び 99mTc-MAA シンチの併用により診断し得た微小肺動静脈ろう

の一例. 日本血管造影･IVR 学会 第 11 回関西地方会. 2002 年 2 月 2 日；京

都. 

 

21) 飯田茂晴、山上卓士、中村敏行、加藤武晴、松島茂典、西村恒彦. 肝腫瘍に

対するラジオ波凝固療法に合併した皮膚熱傷の一例. 日本血管造影･IVR 学

会 第 11 回関西地方会. 2002 月 2 月 2 日；京都. 

 

22) 森下博之、長谷川大祐、松本匡史、竹内義人、鈴木孝信、閑啓太郎、田中 治、

加藤武晴、山上卓士、西村恒彦. カテーテル折り畳み留置法を用いたリザー

バー留置. 日本血管造影･IVR 学会 第 11 回関西地方会. 2002 年 2 月 2 日；

京都. 

 

23) 山上卓士、中村敏行、飯田茂晴、加藤武晴、田中 治、西村恒彦. 肝動注化

学療法に合併する胃粘膜病変予防のための右胃動脈塞栓術における左胃動

脈経由アプローチの有用性についての検討. 第 6１回日本医学放射線学会学

術発表会. 2002 年 4 月 4 日；神戸. 

 

24) 田中 治、伊藤博敏、山田 惠、飯田茂晴、加藤武晴、山上卓士、中村敏行、

西村恒彦. SENSE 法を併用した上腹部 dynamic MRI: 非 SENSE 法との比較検

討. 第 6１回日本医学放射線学会学術発表会. 2002 年 4 月 5 日；神戸. 

 

25) 加藤武晴、山上卓士、飯田茂晴、田中 治、中村敏行、西村恒彦. Doppler US

を用いた糖尿病性 Neuropathy における足背動脈の血流評価. 第 6１回日本

医学放射線学会学術発表会. 2002 年 4 月 6 日；神戸. 

 

26) 飯田茂晴、山上卓士、中村敏行、加藤武晴、田中 治、西村恒彦. レボビス

トを用いたpower Doppler USによる TAE直後の HCCの viabilityの検討. 第

6１回日本医学放射線学会学術発表会. 2002 年 4 月 6 日；神戸. 

 



27) 山上卓士、加藤武晴、飯田茂晴、田中 治、赤澤健太郎、竹木宏美、西村恒

彦. 肝動脈閉塞例に対する percutaneous transluminal angioplasty が有効

であった１例. 第 24 回リザーバー研究会. 2002 年 7 月 5 日; 旭川. 

 

28) 森下博之、竹内義人、山上卓士、竹木宏美、加藤武晴、田中 治、閑啓太郎、

本間士郎. 折り畳み留置法における血管損傷とdislocationに関する基礎的

検討. 第 24 回リザーバー研究会. 2002 月 7 月 6 日; 旭川. 

 

29) 田中 治、竹内義人、森下博之、鈴木孝信、山上卓士. テーパーアンスロン

を用いた折り畳み留置法. 第 24 回リザーバー研究会. 2002 年 7 月 6 日; 旭

川. 

 

30) 伊藤誠明、飯田茂晴、山上卓士、細田 誠、加藤武晴、田中 治、西村恒彦. 

下顎部AVMに対しTAEを施行した一例. 第 272回日本医学放射線学会関西地

方会. 2002 年 11 月 2 日；大阪. 

 

31) 布居剛洋、岡本将裕、中山雅夫、宮本裕二、寺尾晃一、中川修史、兼子俊朗. 

PMT胆道シンチを用いた胆道stent留置後の効果判定. 第2回京都機能画像

研究会.2002 年 8 月 10 日；京都. 

 

32) 岡本将裕、布居剛洋、中山雅夫、宮本裕二、中村敏行.下肢 PTA における術

中ABPI測定の有用性. 第40回日本社会保険医学会総会. 2002年 11月14-15

日；横浜． 

 

33) 興津茂行，一島茂樹，景山直人，川端健二，佐藤 修，西村恒彦．早期に再

発した Calcifying Fibrous Pseudotumor の１例．第 13 回 骨軟部放射線研

究会.2002 年 1 月 25-26 日；広島． 

 

34) 三原 督、中島和広、勝盛哲也、西村恒彦. チタン性グリーンフィールドフ

ィルターの７年間の臨床経験. 日本血管造影・Interventional Radiology

学会 第１１回関西地方会. 2002 年 2 月 2 日; 京都. 

 

35) 勝盛哲也、中島和広、三原 督. 子宮筋腫の動脈塞栓術－3年間の治療成績－

第 61 回日本医学放射線学会総会. 2002 年 4 月 4-6 日;神戸. 

 

36) 勝盛哲也、中島和広、三原 督. 子宮筋腫の動脈塞栓術の治療成績、第２回



宮動脈塞栓療法研究会.2002 年 9 月 28 日;東京. 

 

37) 笠原利之、高橋 健、加藤慶子、野口敏史、伊藤博敏、西村恒彦.MR Angio

での子宮動脈の同定について.第 272 回日本医学放射線学会 関西地方

会.2002 年 11 月 2 日；大阪． 

 

38) 高橋 健、笠原利之、加藤慶子、野口敏史、伊藤博敏、西村恒彦．MRA が診

断に有用だった骨盤部巨大腫瘍の一例．第 272 回日本医学放射線学会 関西

地方会．2002 年 11 月 2 日；大阪． 

 

39) 今井昭人、小山田裕一、大瀬裕之、浅井 清、佐藤 修、内藤裕二、吉田憲

正、吉川敏一. 成人溶血性尿毒症症候群(HUS)を合併し、血清抗体で診断し

えた腸管出血性大腸菌(O-157)感染症の1例. 第 76回日本消化器病学会 近

畿支部例会. 2002 年 2 月 16 日；大阪. 

 

40) 河野通大、安藤明典、三谷亜里子、仲井真由子、内藤雅夫、山室亮三、小川

史顕．京都府における牛海綿状脳症（ＢＳＥ）対応の経過報告．京都府保健

福祉環境等調査研究発表会．2002 年 1 月 17 日；京都． 

 

41) 糸井恵子、坂本佳句子、上田美恵子、福井和代、石倉秀紀、福井 肇、桝本

妙子、小川史顕．福知山保健所管内における子供の食生活について．京都府

保健福祉環境等調査研究発表会．2002 年 1 月 17 日；京都． 

 

42) 吉川昌幸、森松宏和、増井康治、谷口勝則．虫垂腫瘤様画像所見を呈した慢

性虫垂炎の一例．第 37 回京都病院学会．平成 14 年 6 月 9 日；京都． 

 

43) 武市和樹、森松宏和、北野真也、高石 昭、山口達也、吉川昌幸．造影検査

事前検討の改善を試みて．第 37 回京都病院学会．平成 14 年 6 月 9 日；京都． 

 

44) 田中康夫、吉川昌幸、牧野記子、藪下千晶、森松宏和．便潜血陽性患者の二

次検査受診率向上を試みて．第 37 回京都病院学会．平成 14 年 6 月 9 日；京

都． 

 

45) 富長賢一、太田美穂、豊川 茂、山口達也、岡本 強、小田辺越子、吉川昌

幸、金井武雄．外来通院２型糖尿病患者を対象にしたチーム医療の効果．第

39 回日本糖尿学会近畿地方会．平成 14 年 11 月 23 日；和歌山． 



 

46) 中村尚生、山田 惠、木津 修、伊藤博敏、結縁幸子、西村恒彦. 脳梗塞の

評価における Thin slice Diffusion Tensor Imaging の有用性. 第 30 回日

本磁気共鳴医学会大会.平成 14 年 9 月 12-14 日；東京． 

 

47) 竹内義人、鈴木孝信、増南輝俊、飯田典子、岡部春海. エコーガイド下 IVH. 

第９回京都府立医大関連施設 IVR カンファレンス.2002 年 5 月 21 日；京都． 

 

48) 竹内義人、鈴木孝信、増南輝俊、飯田典子、岡部春海．門脈血栓症の一例．

第９回京都府立医大関連施設 IVR カンファレンス．2002 年 5 月 21 日；京都. 

 

49) 増南俊輝、鈴木孝信、飯田典子、竹内義人、岡部春海. 骨腫瘍の一例（primary 

lymphoma of bone）．第 44 回比叡山カンファレンス．2002 年 6 月 6 日；京都． 

 

50) 鈴木孝信、竹内義人、増南俊輝、飯田典子、岡部春海．当院における外傷性

肝,脾遅延性破裂症例の検討．第 271 回関西地方会．2002 年 6 月 15 日；大阪． 

 

51) 竹内義人、鈴木孝信、増南俊輝、飯田典子、岡部春海．急性門脈血栓症の一

例．第 33 回関西 interventional radiology 研究会．2002 年 9 月 7 日；京都． 

 

52) 竹内義人、閑啓太郎、栗岡英明、武藤文孝、池田栄人、出口栄一、李 哲柱、

濱島高志、塩飽保博、城野晃一、市川大輔、山下哲郎、岡部春海．第 33 回

関西 interventional radiology 研究会．2002 年 9 月 7 日；京都． 

  

53) 竹内義人、閑啓太郎、栗岡英明、武藤文孝、池田栄人、出口栄一、李 哲柱、

濱島高志、塩飽保博、城野晃一、市川大輔、山下哲郎、岡部春海. 第 64 回

日本臨床外科学会．2002 年 11 月 14 日；東京． 

 

54) 竹内義人、岡部春海、飯田典子、鈴木孝信、増南俊輝、栗岡英明、武藤文孝、

池田栄人、出口栄一、李 哲柱、濱島高志、塩飽保博、城野晃一、市川大輔、

山下哲郎、閑啓太郎（現 公立湖北総合病院）．大腸癌肝転移に対する肝動

注化学療法の成績．第１４回大腸肛門疾患懇話会．2002 年 11 月 16 日；京都． 

 

55) 増南俊輝、鈴木孝信、飯田典子、竹内義人、岡部春海．HIV に伴う cerebral 

vasculitis の一例．第１３回京都 MRI 研究会．2002 年 7 月 6 日；京都． 

 



56) 増南俊輝、鈴木孝信、飯田典子、竹内義人、岡部春海．HIV に伴う cerebral 

vasculitis の一例．第 272 回関西地方会．2002 年 11 月 2 日；大阪． 

 

57) 増南俊輝、鈴木孝信、飯田典子、竹内義人、岡部春海．HIV に伴う cerebral 

vasculitis の一例．平成１４年度年忘れ集談会．2002 年 12 月 21 日；京都． 

 

58) 森下博之、竹内義人、山上卓士、竹木宏美、加藤武晴、田中 治、閑啓太郎,

本間士朗． 折り畳み留置法における血管損傷と dislocation に関する基礎

的検討．第 24 回リザーバー研究会. 2002 年 7 月 5-6 日; 旭川． 

 

59) 小林加奈、坪倉卓司、西村恒彦、長澤史朗、津田永明、塩見浩也、井上俊彦．

蘇生会病院におけるサイバーナイフの精度について．第 272 回日本医学放射

線学会関西地方会. 2002 年 6 月 15 日；大阪. 

 

60) 小林加奈、木津 修、結縁幸子、久保田隆生、田中 治、伊藤博敏、山田 惠、

西 村 恒 彦 ． 高 分 解 能 拡 散 強 調 画 像 を 用 い て 経 過 観 察 し え た

Creutzfeldt-Jakob 病の一例．第 13 回京都 MRI．2002 年 7 月 6 日；京都.  

 

61) 小林加奈、坪倉卓司、西村恒彦、長澤史朗、津田永明、塩見浩也、井上俊彦．

蘇生会病院における CyberKnife の初期精度について．第 11 回日本定位放射

線治療学会. 2002 年 7 月 27 日；東京. 

 

62) 大野浩司、寺山耕司、大内宏之、尾崎多佳子、富岡秀夫、西村恒彦．B-RTO

直前のＥＶＬの試みで多量出血をきたした巨大胃静脈瘤症例．日本血管造影

IVR 学会 第 11 回関西地方会．2002 年 2 月２日；大阪． 

 

63) 大野浩司、寺山耕司、尾崎多佳子、大内宏之、小宮山恭弘、水野成人、田中

承男．COM 画像モニター診断とレポート web 画像院内配信．第 56 回日本交通

医学会総会．2002 年 5 月 12 日；仙台． 

 

64) 大野浩司、寺山耕司、尾崎多佳子、大内宏之、西村恒彦．回転 DSA における

用手的な to and fro 観察法（ぐりぐり法）の有用性．第 56 回日本交通医学

会総会．2002 年 5 月 12 日；仙台． 

 

65) 小山尚俊、大野浩司、尾崎多佳子、寺山耕司、小泉 清、大塚志郎、関川 進．

骨盤部腫瘤の一例．第 4４回比叡山画像カンファレンス．2002 年 6 月 6 日；



京都． 

 

66)大野浩司、小山尚俊、尾崎多佳子、寺山耕司、水野成人、小宮山恭弘、秋山

益光、江角 章、岩本一秀、松井 英、神藤佳孝．院内画像のインターネッ

トを介した配信システムと遠隔画像診断システム（地域医療連携システム）

の構築．日本交通医学会 第 73 回関西地方会．2002 年 11 月 16 日；大阪． 



Ⅶ その他 
1) 小川史顕.セラチア菌の恐怖．福知山保健所教育講演．2002 年 1 月 29 日；福  

   知山. 

  

2) 小川史顕．高齢者施設での結核対策．京都府医師会結核研修会．2002 年 3 月        

 5 日；福知山 

 

3) 小川史顕．新しい胃癌検診法 ～ペプシノゲン法～．福知山保健所教育講演．        

  2002 年 3 月 26 日；福知山. 

 

4) 小川史顕．結核対策の今後の動向．福知山保健所教育講演．2002 年 4 月 30       

   日；福知山. 

 

5) 小川史顕．学校での結核対策について．福知山成和中学校教職員研修会．2002           

年 5 月 24 日；福知山． 

 

6) 小川史顕．学校での結核対策について．福知山成和中学校保護者説明会．2002        

  年 5 月 25 日；福知山. 

 

7) 小川史顕．学校で結核が発生した場合の対処法について．福知山保健所教育        

  講演.2002 年 5 月 28 日；福知山. 

 

8) 小川史顕．学校での結核対策について．福知山成和中学校生徒説明会．2002    

   年 6 月 3 日；福知山. 

 

9) 小川史顕．老年期の健康づくり．京都府退職者講演会．2002 年 6 月 8 日；福   

  知山. 

 

10)小川史顕．０157 についてふりかえっておこう．福知山保健所教育講演．2002               

   年 6 月 25 日；福知山. 

 

11)小川史顕．保健所における医療業務等について．京都府立医大放射線科同門        

  会講演.2002 年 6 月 30 日；京都. 

 

12)小川史顕．赤痢について．福知山保健所教育講演．2002 年 7 月 30 日；福知 

山．  



13)小川史顕．学校における結核対策．福知山市養護教諭講演会．2002 年 8 月 5    

  日；福知山． 

 

14)小川史顕．保健所の業務について．福知山管内新任保健師研修会．2002 年 8   

   月 20 日；福知山. 

 

15)小川史顕．コレラについて．福知山保健所教育講演．2002 年 8 月 27 日；福  

  知山． 

 

16)小川史顕．結核院内感染対策．京都ルネス病院講演会．2002 年 8 月 30 日；   

  福知山. 

 

17)小川史顕．職員の心の健康づくり．管内職員講演会．2002 年 9 月 27 日；福 

   知山. 

 

18)小川史顕．職員の心の健康づくり．管内職員講演会．2002 年 9 月 30 日；福 

  知山. 

 

19)小川史顕．高齢期の結核と健康づくり．福知山市老人会講演会．2002 年 10 月  

   11 日；福知山. 

 

20)小川史顕．高齢期の結核について．三和町老人会講演会．2002 年 10 月 25 日；  

  三和町. 

 

21)小川史顕．西ナイルウィルス感染症について．福知山保健所教育講演．2002 

  年 10 月 29 日；福知山. 

 

22)小川史顕．高齢期の結核と健康づくり．大呂地区老人会講演会．2002 年 11  

   月 15 日；福知山. 

 

23)小川史顕．結核の一次予防と二次予防．福知山保健所教育講演．2002 年 11  

  月 26 日；福知山. 

 

24)小川史顕．エイズと性感染症について．府立福知山高校教育講演．2002 年  

   11 月 28 日；京都. 

 



25)小川史顕．高齢者施設での結核対策．サンヒルズ紫豊館結核講演会．2002 年  

  12 月 4 日；福知山. 

 

26)小川史顕．エイズと性感染症について．京都短期大学エイズ講演会．2002  

   年 12 月 11 日；福知山. 

 

27)小川史顕．チフスについて．福知山保健所教育講演．2002 年 12 月 24 日；福． 

   知山. 

 


